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本年も 1 月号は建設機械特集で
す。大きくてパワフルな重機が，人
力では不可能な作業を可能にし，大
規模なインフラ建設や，鉱工業，農
林水産業を支え，災害時の復旧工事
で活躍して来ました。一方，大きく
てパワフル故に，環境への影響や，
事故の危険性が課題でしたが，現在
は，最新のデジタル技術による AI
や目，耳によって，周囲の状況を感
知して事故を回避できるだけでな
く，無駄を減らし，正確に施工でき
るようになり，重くて大きい“重機”
から，“スマートな建機”になりま
した。近年，労働力不足，資源の枯
渇と高騰，新規造成が減少しており，
より一層，正確で効率的で安全な施
工が行える工法と建設機械が求めら
れています。日本は地層が複雑で気
候も変化に富んでおり，工法や作業
機械は独自の工夫が求められます。
今月で阪神淡路大震災から 30 年に
なります。金井会長のご挨拶にあり
ますように，災害復旧では，建機の
早期稼働が鍵となります。また，“交
流のひろば ”にて述べられたよう
に，私達の孫の孫の代まで考えなけ
ればなりません。今後も，建機は，
大切な人達を守り，災害で困ってい
る人を助け，実り豊かで，美しい国
土と海と空を貴重な資産として未来

へ残す守り手になるでしょう。
1 月号の行政情報は，ロボット大

賞受賞の技術の紹介および建設機械
の電動化促進事業について紹介いた
だきました。特集報文は，油圧ショ
ベルの AI を活用した安全技術，ミ
ニショベルの作業性能向上，ホイー
ルローダの生産性向上と安全向上，
マイニング向けモータグレーダの生
産性向上，油圧ショベル解体仕様機
の作業性能・安全性向上，災害復旧
用小型移動式クレーンの省力化・事
故リスク低減，路面切削機の作業レ
ポートの自動作成システム，クロー
ラキャリアの土砂運搬可視化システ
ム，クローラドリルの簡素化・自動
化，電動のショベル・ホイールロー
ダ，小型建設機械のバッテリ式電動
化，フル電動ラフテレーンクレーン
の様々な最新の技術を搭載された建
設機械を紹介いただきました。交流
のひろばでは，有機農業と地域交流
を紹介いただきました。ずいそうで
は，カプセルトイの魅力，フリース
タイルカヤックを通した活動を紹介
いただきました。

最後に，ご多忙にもかかわらず，ご
寄稿いただきました執筆者の皆様や
ご尽力をいただきました関係者の皆
様に心からお礼を申し上げます。本
号が今後の建設機械施工の一助とな
れば幸いです。有難うございました。

� （田島・室谷）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
②�協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

2 月号「900 号記念，土工事特集」予告
・建設現場の見える化により更なる省人化を目指す ICT 施工 Stage Ⅱの試行工事を開始　・国土強
靭化年次計画 2024　・全国の多種多様な都市計画の GIS データが利用可能に　・場所打ち杭・地
中連続壁の掘削形状の 3 次元可視化技術　・カルシア改質土の混合を効率化するカルシアバケット
の開発　・ICT を活用した大規模造成工事の施工事例　・デジタルツインプラットフォームに関し
て　・地質 3 次元可視化による掘削支援システムの開発と生産性向上　・環境負荷低減に寄与する
地盤改良技術　・地盤改良の施工管理高度化へ，ジェットグラウトにマシンガイダンス　・成瀬ダ
ムで試験要員を 9 割削減しつつ，CSG 材全量の品質管理を実現　・地中連続壁工法における安定液
の品質管理自動計測システムの開発




